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研究成果の概要（和文）：日本人におけるmiRNA-SNPを網羅的に解析し、健常人における遺伝子頻度に人種差が
認められるか、がん患者における分子標的薬の副作用または罹患リスクのバイオマーカーとしてmiR-SNPを利用
できるか、明らかにすることを目的とした。約1,900種類のpre-miRNAを対象としたNGS解析の結果、平均して一
人あたり150種類のmiRNA-SNPが認められ、既報の遺伝子頻度と比較して人種差が認められるもの存在した。健常
人と非細胞肺がん、大腸がん、成人T細胞白血病/リンパ種患者で遺伝子頻度に有意差が認められるmiRNA-SNPも
複数認められ、がんの罹患マーカーとして利用できる可能性が示された。

研究成果の概要（英文）：We analyzed the miRNA-SNPs in Japanese subjects targeting 1,900 pre-miRNAs 
to investigate whether there are ethnic differences in their allele frequencies, and to identify 
biomarkers, which are useful to predict adverse reactions of anti-cancer drugs or incidence of 
cancers. Approximately 150 miRNA-SNPs were found in a person on average for healthy subjects and 
cancer patients. We found several miRNA-SNPs whose frequencies were significantly different with in 
global populations, suggesting ethnic differences. We identified miRNA-SNPs whose frequencies were 
different between healthy subjects and non-small cell lung cancer, colorectal cancer, or adult 
T-cell / leukemia patients. These miRNA-SNPs can be biomarkers of incidence of each cancer. 

研究分野：薬物代謝学
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１．研究開始当初の背景	
	
白血球減少や吐き気・嘔吐などの副作用
が高頻度に認められる従来の化学療法薬に
代わり、がん細胞の特定の分子に作用する
分子標的薬の利用ならびに医薬品開発が活
発化している。Pharmacodynamics	に基づい
たコンパニオン診断により投与対象患者が
選択されるが、手足症候群、間質性肺炎、
皮膚障害、血圧上昇など分子標的薬特有の
副作用が発現することも少なくない。分子
標的薬の副作用は個人差が極めて大きく、
その副作用発現を予知・回避するためのバ
イオマーカー探索が必要とされている。	
申請者は薬物代謝酵素の発現を制御する
microRNA	(miRNA)	の役割を先駆的に研究
し、シトクロム P450	(CYP)が miRNA によっ
て制御されることが、薬の体内動態の個人
差の原因となっていること、がんのイニシ
エーションやプロモーションを制御してい
ること、内因性物質のホメオスタシスに関
わっていること、などを明らかにしてきた。
Pharmacogenetics 研究は主に薬物代謝酵
素を中心に発展してきたが、miRNA をコー
ドする遺伝子上にも一塩基多型	(SNP)	が
存在する。miRNA-SNP は、miRNA そのもの
や標的遺伝子の発現量を変化させ、さまざ
まな疾患の発症と関わることもわかって
きた。近年、pri-miR-26a に SNP を有する
がん患者では 5-FU とイリノテカンによる
無憎悪期間が短いことが報告された	
(Pharmacogenomics	J.,	11:	429-36,	2011)	
が、分子メカニズムは不明であり、日本人
での解析もなされていない。	
	
２．研究の目的	
	
本研究では、日本人におけるmiRNA-SNPを網
羅的に解析し、健常人における遺伝子頻度に
人種差が認められるかどうか、分子標的薬の
投与により治療中のがん患者と健常人にお
ける遺伝子頻度の比較により、副作用または
罹患リスクのバイオマーカーとして
miRNA-SNPを利用できる可能性を明らかにす
ることを目的とした。	
	
３．研究の方法	
	
（１）健常人およびがん患者からのゲノム		

DNA抽出	
ヒトゲノム・遺伝子解析研究倫理委員会の

承認を得た上で、健常人28名、非小細胞肺が
ん患者44名、大腸がん患者33名および成人T
細胞白血病/リンパ腫（ATLL）患者31名を対
象として、末梢血よりゲノムDNAを抽出した。
また、ATLL患者6名については、唾液DNAも抽
出した。	
	

（２）miRNA-SNPの網羅的解析	
	 約1,900種類のpre-miRNAをコードする領

域をターゲットとして、次世代シークエンス
解析	(NGS)	によりmiRNA-SNPを網羅的に解
析した。UCSC	hg19をリファレンスとしてア
ライメントし、hg19と同じ塩基配列を野生型、
異なる塩基配列を変異型として、遺伝子変異
を同定した。	

	
４．研究成果	

	
（１）健常日本人における miRNA-SNP	
28 名の健常日本人より、延べ 442 種類の

miRNA-SNP が同定された。これらのうち、143
種類は dbSNP に登録されていないものであっ
たことから、日本人特有の新規遺伝子変異で
ある可能性が示唆された。平均して、一人あ
たり約 150 種類の miRNA-SNP を保有している
ことを明らかにした（図 1）。認められた遺伝
子変異は miRNA が標的 mRNA の認識に重要な
seed配列上に存在するものは全体の1割程度
で、ほとんどは pre-miRNA 上に存在するもの
であった（図 2）。	

	

	
dbSNP に登録されている miRNA-SNP と一致

した 229 種類の miRNA-SNP の minor	allele	
frequency	(MAF)と global	MAF とを比較した。
その結果、33 種類の miRNA-SNP は両者の間に
20%以上もの差が認められたことから、他の
人種と比べて日本人で多い、または少ない遺



伝子変異であることが示唆された。	
	
（２）がん患者における miRNA-SNP	
	 各がん患者においても、平均して一人あ
たり約 150 種類の miRNA-SNP が認められ、健
常人との間に有意差は認められなかった。分
子標的薬による副作用の重篤度と関連する
miRNA-SNP の解析に先立ち、健常人と比較す
ることで、がんの罹患マーカーとなり得る
miRNA-SNP が同定できるかどうか解析した。
健常人と各がん患者で遺伝子頻度に有意差
が認められる miRNA-SNP を探索したところ、
肺がん患者で 14 種類、大腸がん患者で 11
種類、ATLL患者で13種類同定された（図3）。
これらの遺伝子変異パターンを主成分分析
したところ、健常人ならびに各がん患者を
グループ分けすることができたことから、
これらは罹患マーカーとして有用であるこ
とが示唆された。	
	

	
（３）ATLL 患者における末梢血由来 DNA と唾

液由来 DNA を用いた miRNA-SNP の比較	
	 ATLL 患者において、HTLV-1 ウイルス感染
量が低い時期の血液サンプルを用いてゲノ
ム DNA を抽出したものの、germline	
mutation に加えて somatic	mutation も検
出される可能性が考えられる。その可能性
を検証するために、すでに NGS で解析済み
の6名のATLL患者から唾液由来DNAを抽出
し、NGS により miRNA-SNP 解析を行い、血
液由来 DNA を用いた結果と比較した。その
結果、唾液由来 DNA では認められず血液由
来 DNA でのみ認められた変異が、非常にわ
ずかであるが存在したことから、それらは
somatic	mutation である可能性が示唆され
た。しかし、大多数の変異については両者
の DNA サンプルで結果が一致したことから、
ATLL患者の血液由来DNAで認められた変異
はほぼ germline	mutation と判断された。	
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